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産婦 人 科領域 に おけ るCefotiam(SCE-963)の 使用 経験

中村英世 ・林 茂

川崎市立川崎病院産婦人科

種 々のcephalosporin製 剤 が 開 発 され,実 際 に 臨 床

に応 用 され てい る現 在,新 しいcephalosporin剤 と し

てはよ り強 い 抗 菌 力 と共 に,従 来 のcephalosporin系

薬剤の耐性 菌 に も抗 菌 力 を 示 す とい う性 質 を 有 す る こ と

が期待 されて い る。

このた び,武 田薬 品 中 央研 究 所 に於 い て開 発 され た新

cephalosporin製 剤 で あ るCefotiam(CTM,SCE-963)

を臨床 に応 用 す る機 会 を得 た の で,そ の 臨 床成 績 にい さ

さかの考按 を 加 えて 報 告す る。

試 験 対象 お よ び 方法

対象は,川 崎 市 立 川 崎病 院 産 婦 人科 病 棟 に 入院 中の 患

者16名(う ち1名(No.15,No.16)は3ヵ 月 の間 隔 で

同一病名 にて2回 使 用)で,年 齢 は19歳 よ り68歳 にわ た

ってい る。婦 人科 悪 性 腫瘍 を 基 礎 疾 患 に もつ ものが8名

(No.2,No.4,No.6,No.7,No.8,No.9,No.10,

No.17)含 まれ て い る。

尿路感染 症 は10名 で あ るが,尿 管 カテ ー テ ル留 置 な ど

の処置を施 してい る もの はい ない 。

用法はNo.17の 点 滴 静注 を 除 い て は全 て シ ング ル シ

ョッ ト静 注で あ った。 用 量 につ いて み ると,1日 量29

～6g日 数3日 ～8日 とな り,総 投 与 量 は最 少6g,最

多309と な った(Table1)。

成 績

臨 床効果 判定 基 準 は下 記 の通 りで あ るが,主 治医 の印

象も加 味 して 判定 した。

1)主 要 症状 の2つ 以上 が3日 以 内 に改 善 した も のを

著効

2)主 要 症 状 の1つ が3日 以 内に 改善 した もの を有 効

3)5日 以 内 に改 善 の 傾 向 を示 した ものを や や有 効

4)改 善 の 傾 向 を示 さな か った もの を無 効

1,尿 路 感 染症

本剤 を膀 胱 炎4例,腎 孟 腎 炎6例 に使 用 した 。

検 出菌 につ い て み る とE.coli6例,Kleebiella3例,

Micoroccusは1例 で 無 効 で あ った。

症例5:卵 巣 の う腫 に て腹 式 子 宮 全摘 術 を行 った症 例

で,術 後 排尿 痛 を訴 え,尿 培 養 に てE.co1i 105/mlを

検出した。発熱 はなかった。CTMを1日39,5日 間

使用し,尿 培養は陰性化したものの,5日 目になっても

排尿痛が軽度残っていたため,や や有効と判断した。

症例6;子 宮頸癌にて根治手術を行 った症例で,最 高

38.4℃ までの発熱と,頻 尿,排 尿痛を強 く訴え,尿 培養

にてEcoliを 検出した。1日29,5日 間の使用にて,

3日 目までに前記2症 状が消失し,平 熱となった。

症例8:子 宮頸癌にて放射線治療中の症例で発熱およ

び尿細菌(Klebsiella)を 認 めた。4日 目には下熱 し,

臨床効果は有効と判断した。この症例では投与2日 目よ

り軽度の悪心を認めたが,投 与は続行 した。

2.骨 盤内感染症

分娩後子宮内感染症2例,術 後創膿瘍1例,急 性付属

器炎3例 に本剤を使用した。6例 の内,菌 を検出出来た

ものは2例 で,そ の臨床効果は,有 効4例,無 効1例,

不明1例 であった。

症例11:分 娩後に起きた子宮内感染症で発熱と膿性帯

下を認めた。膿性帯下の減少はい くらか認めたものの,

下熱しなかった。5日 目の静注後30分 してから悪感,戦

りつが発来,患 者の拒否により投与を中止した。投与途

中で中止ということで効果は一応不明としたものの,臨

床経過からみると無効例 と考えた方がよいかもしれな

い。

症例15:子 宮筋腫 にて腹式子宮全摘術を行 った症例

で,創 部に発赤,腫 脹,疹 痛が強 く,膿 性排液からS .

aureusを 検出した。1日29,5日 間の使用にて下熱お

よび局所の改善をみた。

症例15,症 例16:腰 痛 および下腹痛強く,ダ グラス窩

穿刺にてやや膿性の腹水を証明した。菌は検出出来なか

ったが,症 状の改善から有効と判断した。3ヵ 月後に再

び同様の症状を訴えて入院,や はり本剤の使用にて症状

の消失をみた。

5.呼 吸器感染症

症例17:子 宮 頸癌根治術後の患者で,咳 そう,発 熱お

よび胸部レ線像よ り肺炎と診断,喀 疾よりS.viridans

を証明,症 状 の程度 よ り1日69を 点 滴静注 した。

2日 目には下熱したが,症 状および胸部レ線像の所見よ

り効果にやや不満を感じ,6日 目より他剤に変更した。



662 CHEMOTHERAPY APR. 1979

Table 1 Clinical results with CTM
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Fig. 1 Changes of RBC, WBC and Hb. before
and after administration of CTM

RBC (•~104)

Fib (had))
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以上,臨 床 成績 を 総 括 し て み る と,CTMの 有 効 率

は,16例(No.11を 除 く)中,12例75%に 効 果 が み られ

た。

副 作 用

症例8に 軽 度 の悪 心 を 認 めた 。 これ は投 与2日 目 に発

現 したもので あ るが,投 与 を 中止 す る程 の もの で は なか

った。悪心 は翌 日に消 失 した 。

症例11は5日 目 に静 注30分 後 に悪 感,戦 りつ,を 認 め

た。投与5日 目で あ る こと,ま た,す で に熱 発 して いた

ことか ら考 え て副 作 用 とす る には 疑 問 も あ った が,患 者

の拒否 によ り投与 を 中止 せ ざ るを え な か った 。

また,Fig.1,Fig.2,Fig.3に 示 す よ う に,赤 血 球

数,白 血球 数,血 色 素 量,GOT,GPT,ク レア チ ニ ン,

BUNな どにつ き,投 与 前 後 の 値 を調 べ た が,ほ ぼ正 常

範囲内の変 動 で あ った(Table 1)。

考 按

Cephaloridine (CER), Cephalothin (CET), Cefazolin

(CEZ), Cephalexin(CEX)等,数 多 くのcephalosporin

系抗生 物質 が 開 発 され,各 種 感 染症 に対 して,す ぐれ た

Fig. 2 Changes of GOT and GPT before and

after administration of CTM

GOT (u) GPT (u)

Fig. 3 Changes of creatinine and BUN before

and after administration of CTM

Creatinine (mg/di) BUN (mg/di)

臨床 効 果 を示 して い る。

しか し,そ の一 方 で,こ れ らcephalosporin系 薬 剤

の耐 性 菌 の 出現 とい う問題 が 新 た に生 じて き たの も事 実

で あ り,こ の面 か ら も,従 来 のcephalosporin系 薬 剤

よ りさ らに強 い抗 菌 力 を もち,耐 性 菌 に も抗 菌 力 を示 す

新 しい抗 生物 質 の 出現 が望 まれ て い る。

Cephalosporin耐 性 菌 に対 す る抗 菌 力 につ い て は,β-

lactamase抵 抗 性 が 関 与 してい る ことが 多 い といわ れ て

い る点 に 注 目 し,β-lactamaseに 抵 抗 性 を 有 す る新 し

いCephalosporin製 剤 と し てCefotiamが 合 成 さ れ

た。

Cefotiamは グ ラム陽 性 菌 及 び イン ドール 陽性 プ ロテ

ウス を含 む グ ラム陰 性 菌 に抗 菌 力 を 有 し,そ の グ ラム陰

性菌 に対 す る抗 菌 力 は,CEZ,CER,CETよ り著 し く強

く,又,β-lactamaseに 強 い抵 抗 性 を示 す こ とが報 告 さ

れ て い る1)。

本 研究 にお け るグ ラム陰 性菌 尿 路 感 染症9例(E.coli

6例,Klebsielh3例)に 対 して は,9例 中8例(88.9

%)が 著 効 及 び 有効 で あ り,や や有 効 と判 定 したNo.3
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においても,EColiの 消 失をみており,疲 状の軽度残

存のためにやや有効としたもので優れた結果といえる。

感受性テス トで,CEX,CERが(一)で あったNo.7

に対 しても有効性を示すなど,強 い抗菌 力を示 してい

る。尿路感染症に対する効果からみて,そ の抗菌力だけ

でなく,高 い尿 申濃度が得られていることが推察され

る。又,グ ラム陽性菌に対する抗菌力はCEZ,CETと

同程度であるが,CERよ りは弱い。グラム陽性 菌感染

症であるNo.10で は感受性テス トでCER(+),No、

17でCER(+)で あ ったが,臨 床効果はそれぞれN。.

10は 下熱しなかったため無効,No,17は,咳,胸 痛が

改善しなかったため,や や有効の臨床成績を得た。

Cefotiamはin vitroの 抗菌力で他のCephalosporin

剤 より優れていると報告され,今 回の16名 の経験によっ

て,ほ ぼその結果を裏付ける成績を得た。

ま と め

1)尿 路感染症・婦人科性器感染症、呼吸器感染症17例

にCefotiam(SCE-963)を 使 用し,16例(No.11を 除

く)中12例 が有効であり,有 効率は75%で あった。

2)No.8に 悪心が,No.11に 悪 感,戦 りつがみられ

た。

3)Fig.1～3に 示すごとく投与前後の末梢血,肝 機能,

腎機能検査においては著明な変化はみられなかった。
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1. Cefotiam (SCE-963) was administered to 17 patients with urinary tract infection, gynecological infection or
respiratory infection. Twelve out of 16 patients (Case No. 11 was excluded) showed good responses.

2. Nausea in 1 patient and chill in 1 patient were observed as adverse reactions.
3. No abnormal finding was observed before and after administration of cefotiam in peripheral blood,

liver function and kidney function.


